
令和４年度あさご未来会議対話内容
○テーマE：誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らす地域社会づくり
○開催日：〔対面〕９月２３日（金）、〔オンライン〕９月２８日（水）

・具体的に目指したい状態
・取り組みのアイデア
・私や私たちのアクション

＜凡例＞

障害をもった子どもものび
のびと暮らすことができる

誰もが住み慣れた地域で
自分らしく暮らす
地域社会づくり

障害を持った人が卒業
後に特技等を活かして
働くことができる

地域全体でフォローす
る仕組みづくり

家族以外の人に気軽に相談
できる

地域の人など、気軽に話せ
る、相談できる

支援者の個性を理解し
た職場環境やサポート
システムがある

民生委員さんをサポー
トするしくみがある

地域全体で関われる、
フォローできる

誰もが生きがいを
持って暮らしている

地域に住む人たちが
お互いの立場や考え
を尊重している

地域でのつながり

地域に居場
所がある

誰もが参加しや
すい地域行事

誰もが気軽に参加できる
行事等がある

困ったときに、欲しい
支援の情報が得やすい

気軽に話しがで
きる場がある

地域で気軽に支え
合える関係がある

高齢者も障碍者も生活がしやすい（買
い物、病院、交通等）

災害時の安全が
確保できている
（防災情報等）

高齢になっても
安心して生活が
できる

誰もがやりがいを見
つけることができる

個々の困りごとが把握しや
すい

困っていることがあれば、気軽に声をあげるこ
とができる

支援が必要な人と支援の
担い手がつながっている

支援が必要な人が相談でき
る機関を把握できている

つながってい
る人がいる

地域の中で
会話がある

考えや気持ちを互い
に認め合える

障害に対する偏見が
ない社会

やりたいこと
が実現できる

悩みを自分だけで抱え込ま
ず、相談できる相手がいる

普段から地域の人
と関わりがある

属性毎ではなく色々な
人たちが集う場がある

孤立になる
人がいない

地域での支え合い

相談できる人がいる

分かりやすい情報発信

安心できる生活基盤

互いを尊重し合う

誰もがやりがい・生きがいを持つ

やりがいのある仕事
自分が活かせる仕事

民生委員等に情報が共有され
る仕組みづくり

学校復帰ではなく
社会への復帰を促
すサポートづくり

市事業の開催方法の工夫
（属性別、地域別、年齢
別など多様な括りで）に
より、新たなつながりづ
くりのきっかけに

自治協単位で民生委員をフォ
ローする体制づくり

障害者の就労支援
の充実

事業所の理解促進

ひきこもりの就労
支援

農業との連携

障害者等の保護者
のつながりの場づ
くり

障害者への理解を深
める学びの機会

支援者となる地域
住民の学びの場

SOSを発信できる
しくみづくり

支援団体（ボランティアでは
なく仕事として携わる専門的
な団体）の育成

いつでも誰でも行くことができ
る居場所づくり

放課後の学校開放（子どもたちと地域住
民の交流の場）

地域での小さなイベ
ントを多く開催

地域でラジオ
体操を実施

専門職の資格取得に向けた支
援制度

地域でのオー
プンカフェ

民生委員の負担を
地域全体で軽減

地域での
見守り

地域内の顔が見える関係性づくり

地域での対話の場

地域版未来会議の
開催

地域でオンライン
等での対話の場

参加を強制
しない

誰もが参加しやすい工夫

移住者や若者の違和
感をもとに改善

支援など相談窓口
を明確に

安否確認
の仕組み
づくり

趣味等でのサーク
ル活動の促進

男性中心地域社
会から女性も若
者も参加しやす
い地域コミュニ
ティに

高校生や中学生が
主役になれる地域
行事の開催

地域での
見守り

地域での支え合いのしくみ

困りごとの共有

気軽に相談でき関係性

地域での
学びの場

専門的な団体・人材の育成

相談窓口の明確化

障害のある人の多様な就労先の確保と支援

多様性の尊重と
学びの機会づくり

声をかけあって
行事に参加する

民生委員さ
んをサポー
トする

ご家族が自分の時間
を持ってもらうよう
サポートする

地域であいさ
つ、声かけ

毎日あい
さつ等
コンタク
トをとる

友だちとのつなが
りを大切にする

地域での
サポート

ご家族のサポート

地域での関係性づくり

地域でラジオ
体操＋カフェ

LINEグループで
地域情報を発信

サークル、グ
ループをつくる

地域で対話の場を
つくる

地域での話し合い
の場をつくる

未来会議の楽しさ
を口コミで伝える

スマホ教室等高校生
企画の行事の開催

会議など出やす
い時間に設定

多世代で活動する事業の展開
（農園、子どもの活動支援）

学校授業等へ地
域住民が支援

普段から
の声掛け

地域行事を分かりやす
く広報（SNSで発信等）

自治会活動の
負担を減少

対話の場に積極的
に参加する

困りごとなどの情報を
支援者相互で共有し、
専門機関につなぐ

困りごとなどの情報を
行政に届ける

転入者に対して地域
行事等を共有する

地域でのあたたり前を必
要に応じて変えていく

参加を強
制しない

コミュニティ
カフェをつくる

障害者のある人への理解の
ための学びの場への参加

誰もが参加しやすい地域活動

地域での
見守り

学びの場への
参加

対話の場づくり
対話の場への参加

困りごとを専門機関へ
つなぎ、重層的に支援


